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本事業の背景と目的

3

地域の文化芸術の力を活用した国際発信力のある拠点の形成により、2020東京大会とその後を見据えた効果的な対外発信を行い、訪日

外国人（インバウンド）の増加、活力ある豊かな地域社会を実現するには、我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信力強化が必要不可

欠である。そのため、国際的に評価されている大規模祭典に関する調査や我が国における大規模祭典の現状調査を行った上で、関係者同士

の連携や情報の共有、対外的なネットワーク作りを行うため、シンポジウムを開催し、関係団体の連携を深め実情に即した課題や対応事例等

の抽出や議論を行うとともに、有識者を招へいし今後の効果的な事業遂行に向けた検討を行う。

◼ 本事業の仕様書に記載の事業趣旨は以下のとおり。

◼ 文化庁では、平成30年度は「我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信に係るシンポジウム運営」を行い、

平成31年度はこれを発展させ「我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信に関する調査及びシンポジウム運営等事業」としている。
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本事業の実施内容

4

◼ 本事業の実施内容は以下のとおりである。

⚫ 「各種公開情報に基づく調査・分析（第2章）」では、国際発信力の高い文化芸術フェスティバルのインバウンド先進事例について調査を行った。

⚫ 「各種有識者・採択団体ヒアリング調査（第3章）」では、文化芸術フェスティバルの国際発信力の向上やインバウンド拡大に知見のある有識者、
「国際文化芸術発信拠点形成事業」の採択団体の一部にヒアリングを行った。

⚫ これらと「インバウンド拡大に係る採択団体の現状の調査・分析（第4章）」、「インバウンド拡大に係る統計を基にした調査・分析（第5章）」
などを踏まえ、「シンポジウムの開催（第6章）」や、「海外広報の実施（第7章）」を行った。

⚫ また、 「有識者検討委員会での検討（第8章）」における議論を踏まえ、我が国の文化芸術フェスティバルの「国際発信力向上・インバウンド拡大に
係る方向性案の策定（第9章）」を行った。

各種公開情報
に基づく調査・分析

各種有識者・
採択団体
ヒアリング調査

インバウンド拡大に係る
統計を基にした
調査・分析

有識者検討
委員会での検討

海外広報の実施

シンポジウムの
開催

国際発信力向上・
インバウンド拡大に係る
方向性案の策定

インバウンド拡大に係る
採択団体の
現状の調査・分析

第２章

第３章

第4章

第5章

第8章

第6章

第7章

第９章

※報告書（抜粋版）ではこのうち、第2章、第4章、第5章の結果を掲載している。
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本章の構成

6

◼ 本章には以下の事柄を記載している。

①調査の背景と目的

②調査項目

③調査対象とした大規模祭典

④調査結果

⑤調査結果のまとめ
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①調査の背景と目的
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◼ 本章の調査は、「国際文化交流の祭典の実施の推進に関する基本計画」に基づき、我が国においても「ベネチア・ビエンナーレ」、「カンヌ国際映画祭」に比

肩するような国際文化交流の祭典の実施を目指そうとしており、その検討にあたって、国際的な大規模祭典の主要な構成要素について国外及び国内の

状況を整理・比較することを目的としている。

「国際文化交流の祭典の実施の推進に関する基本計画」（2019年3月閣議決定）

出所）「国際文化交流の祭典の実施の推進に関する基本計画」
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②調査項目
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◼ 各芸術祭の調査や有識者のヒアリングを踏まえ、国際的な大規模祭典の主要な構成要素であり、あわせて我が国の大規模祭典の国際発信力の強化に

おいて特に重要な重要だと考えられる以下の項目について整理を行った。

a. 開催の経緯

b. 開催回数・開始年

c. 作品数・作家数

d. 外国人作家の数・割合・出身国数

e. アーティスティック・ディレクターの国籍

f. 初演の数（ワールド・プレミア、アジア・プレミア等）

調査項目一覧

g. フリンジ企画の実施

h. 世界中の関係者の来場

i. 実施会場

j. 地域住民・青少年等の参加・協力

k. 来場者数

l. 予算規模

m. 実施体制
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（国外の祭典）

⚫ ベネチア・ビエンナーレ（イタリア、ベネチア）

⚫ ドクメンタ（ドイツ、カッセル）

⚫ ベルリン・ビエンナーレ（ドイツ、ベルリン）

⚫ リヨン・ビエンナーレ（フランス、リヨン）

⚫ リバプール・ビエンナーレ（イギリス、リバプール）

⚫ イスタンブール・ビエンナーレ（トルコ、イスタンブール）

⚫ シャルジャ・ビエンナーレ（UAE、シャルジャ）

⚫ サンパウロ・ビエンナーレ（ブラジル、サンパウロ）

⚫ シドニー・ビエンナーレ（オーストラリア、シドニー）

⚫ 上海ビエンナーレ（中国、上海）

③調査対象とした大規模祭典（１／２）

9

（国内の祭典）

⚫ 横浜トリエンナーレ（横浜市）

⚫ 札幌国際芸術祭（札幌市）

⚫ あいちトリエンナーレ（愛知県）

⚫ 岡山芸術交流（岡山市）

⚫ 大地の芸術祭（新潟県）

⚫ 瀬戸内国際芸術祭（香川県・岡山県）

⚫ リボーンアート・フェスティバル（石巻市）

◼ 「美術分野」、「演劇分野」、「音楽分野」、「映画分野」において以下の大規模祭典を調査対象とした。

⚫ 現在、我が国では「美術分野」の大規模祭典が多く行われており、本分野を比較的詳細に調査した。

（なお、「国際文化芸術拠点形成事業」の採択事業も「美術分野」を中心とした事業が多い。）

美術分野

-------------------------------- （以下、分野内の比較において参照） --------------------------------
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③調査対象とした大規模祭典（２／２）

10

※前頁の続き

（国外の祭典）

⚫ アヴィニョン演劇祭（アヴィニョン、フランス）

⚫ エジンバラ国際フェスティバル（エジンバラ、イギリス）

（国内の祭典）

⚫ 東京芸術祭（フェスティバル/トーキョー）（東京都）

⚫ ふじのくに⇆せかい演劇祭（静岡市）

演劇分野

（国外の祭典）

⚫ プロムナード・コンサート（ロンドン、イギリス）

⚫ ザルツブルク音楽祭（ザルツブルク、ドイツ）

（国内の祭典）

⚫ サラダ音楽祭（東京都）

⚫ セイジ・オザワ 松本フェスティバル（松本市）

音楽分野

（国外の祭典）

⚫ カンヌ国際映画祭（カンヌ、フランス）

⚫ トロント国際映画祭（トロント、カナダ）

（国内の祭典）

⚫ 東京国際映画祭（東京都）

映画分野
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参考）国際文化芸術発信拠点形成事業（2019年度）の分野の整理

11

補助事業者名 事業名 主要な分野

Reborn-Art Festival実行委員会 リボーンアート・フェスティバル 美術、音楽

六本木アートナイト実行委員会
六本木アートナイトを中心としたアートの
拠点及びネットワーク事業

美術（演劇・舞踊、音楽等）

上野文化の杜新構想実行委員会
社会的包摂文化芸術創造
発信拠点形成プロジェクト

美術、音楽

豊島区
豊島区国際アート・カルチャー
都市推進事業

演劇・舞踊

横浜市 横浜芸術アクション事業 音楽、舞踊

十日町市
新潟県十日町市 アートが育む里山の
国際文化芸術発信拠点形成事業

美術（演劇・舞踊、音楽等）

アース・セレブレーション実行委員会
佐渡から世界へ~地球の祝祭「アース・セレブレー
ション」による国際文化芸術発信拠点形成事業~

音楽

静岡市
「SHIZUOKA FESTIVALS」の
実施によるフェスティバル・シティの構築

演劇

京都府
京都アーツ・アンド・クラフツ
ワールド発信・流通戦略拠点形成事業

美術

香川県
瀬戸内国際芸術祭を核とした
現代アートによる地域活性化推進事業

美術（演劇・舞踊、音楽等）

北九州市 北九州メディア芸術創造拠点推進事業 サブカル

◼ 「美術分野」を中心とした事業が多い。
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参考）美術分野の大規模祭典の評価
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◼ World’s Top 20 Biennials, Triennials, and Miscellennials（アートネット、2014年5月）

※アートに関する様々な情報提供を目的に1989年に設立されたサイト

◆ ベネチア・ビエンナーレ（イタリア）

◆ ドクメンタ（ドイツ）

◆ ホイットニー・ビエンナーレ（アメリカ）

◆ マニフェスタ（各国巡回）

◆ 光州ビエンナーレ（韓国）

◆ カーネギー・インターナショナル（アメリカ）

◆ サンパウロ・ビエンナーレ（ブラジル）

◆ シャルジャ・ビエンナーレ（UAE）

◆ イスタンブール・ビエンナーレ（トルコ）

◆ リヨン・ビエンナーレ（フランス）

◆ ハバナ・ビエンナーレ（キューバ）

◆ ベルリン・ビエンナーレ（ドイツ）

◆ シドニー・ビエンナーレ（オーストラリア）

◆ ダカート（セネガル）

◆ リバプール・ビエンナーレ（イギリス）

◆ 上海ビエンナーレ（中国）

◆ 横浜トリエンナーレ（日本）

◆ マラケシュ・ビエンナーレ（モロッコ）

◆ 台北ビエンナーレ（台湾）

◆ プロスペクト・ニューオリンズ（アメリカ）

◼ Must-see biennials, triennials and festivals in 2019（アートニュースペーパー、2018年10月）

◆ ベネチア・ビエンナーレ（イタリア）

◆ ミラノ・トリエンナーレ（イタリア）

◆ シャルジャ・ビエンナーレ（UAE）

◆ イスタンブール・ビエンナーレ（トルコ）

◼ 10 Biennial/Triennials You Must see In 2020 （アーティリスト、2020年1月）

※イギリスのアート専門情報サイト

◆ シドニー・ビエンナーレ（オーストラリア）

◆ グラスゴー・インターナショナル（イギリス）

◆ リガ・ビエンナーレ（ラトビア）

◆ ソンスビーク（オランダ）

◆ マニフェスタ（各国巡回）

◆ ヘルシンキ・ビエンナーレ（フィンランド）

◆ ベルリン・ビエンナーレ（ドイツ）

◆ EVAインターナショナル（アイルランド）

◆ リバプール・ビエンナーレ（イギリス）

◆ フォークストン・トリエンナーレ（イギリス）

※青字は、本調査にお
いて調査対象としたもの
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参考）文化庁「諸外国の現代美術に関する状況等に係る調査事業」での調査対象

13

◼ 文化庁では2013年度に「諸外国の現代美術に関する状況等に係る調査事業」を行っており、そのなかで大規模祭典について詳細に調査を行っている。

◼ 本調査では、現代美術の関係者との議論をもとに、調査対象として以下の 15 の国際美術展を選定した。

※世界の現代美術界においてアジアの存在感が高まっていたため、アジアから重点的に選出した。

世界の代表的な現代美術の国際美術展

◆ ヴェネチア・ビエンナーレ（イタリア）

◆ ドクメンタ（ドイツ）

◆ ミュンスター彫刻プロジェクト（ドイツ）

◆ リヨン・ビエンナーレ（フランス）

◆ イスタンブール・ビエンナーレ（トルコ）

◆ サンパウロ・ビエンナーレ（ブラジル）

◆ シャルジャ・ビエンナーレ（UAE）

アジアの代表的な現代美術の国際美術展

◆ シドニー・ビエンナーレ（オーストラリア）

◆ アジア・パシフィック・トリエンナーレ（オーストラリア）

◆ 上海ビエンナーレ（中国）

◆ 台北ビエンナーレ（台湾）

◆ アジアン・アート・ビエンナーレ（台湾）

◆ 光州ビエンナーレ（韓国）

◆ 釜山ビエンナーレ（韓国）

◆ シンガポール・ビエンナーレ（シンガポール）

※青字は、本調査にお
いて調査対象としたもの



Copyright © 一般社団法人芸術と創造

④調査結果：「ａ．開催の経緯」（１／２）
➡世界的な祭典では、国・地域の歴史（政治的状況）を踏まえた象徴的な開催理念
（開催のきっかけ）を有している。

14

分野 場所 事業名 開催理念（開催のきっかけ）

美術

海外

ベネチア・ビエンナーレ
893年、イタリア国王と王妃の銀婚式を記念して、ヴェネチア・ビエンナーレの開催が市議
会で決定され、その2年後の895年に初回のビエンナーレが開催。

ドクメンタ
カッセル出身の画家であり教授のアルノルト・ボーデにより、自国の誤った啓蒙活動を自
省し、ナチ独裁政権によって分断されてしまった国際社会との調和をはかる目的で開始。

国内 横浜トリエンナーレ
世界各地で新しい美術国際展が立ち上がっていることを受け、半世紀以上前に終了し
てしまった東京ビエンナーレの理念を受け開始。

演劇

海外

アヴィニョン演劇祭
演出家のジャン・ヴィラールが、1947年にアヴィニョン教皇の聖堂の遺跡で野外演劇を行
い、それが成功したことをきっかけに芸術週間を行ったことが起源とされている。

エジンバラ国際フェスティバル
戦後の人々を和解させ、偉大な芸術が魂をリフレッシュさせ、あらゆる政治的・文化的境
界線を越えていくことを期待し、終戦後の1947年にエディンバラ市議会、ブリティッシュ・カ
ウンシルなどによって開始。

国内 フェスティバル/トーキョー
池袋周辺に大小さまざまな上演スペースが集積していることに注目し、「演劇の街・池
袋」を旗印に池袋のまちづくりを標榜して1988年に開催された「東京国際演劇祭」を改
称。

各事業の開催理念（開催のきっかけ）

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ａ．開催の経緯」（２／２）

15

※前頁の続き

分野 場所 事業名 開催理念（開催のきっかけ）

音楽

海外

プロムナード・コンサート
クイーンズ・ホールのマネジャーであったロバート・ニューマンが、多くの人々に気軽にクラシッ
クを楽しんでもらうために始められた。大勢の退役軍人らが一同に「威風堂々」を歌うこと
が名物に。

ザルツブルク音楽祭
第一次世界大戦の末期の1920年に道徳劇「イェデルマン」がドム広場（大聖堂広
場）で初演されたことをきっかけに、荒廃したヨーロッパの人々を和解させることを目的とし
た平和プロジェクトとして始められた。

国内

サラダ音楽祭
オーケストラとダンスのコラボレーションや楽器体験ワークショップ、街なかミニコンサートなど、
フレッシュで多彩なメニューにより心の活力を呼び起こすことを目的に開始。

セイジ・オザワ 松本フェスティバル
小澤征爾氏が、恩師である齋藤秀雄の名を冠して1992年に創立した「サイトウ・キネ
ン・フェスティバル松本」が、2015年から改称。

映画
海外

カンヌ国際映画祭
オーケストラとダンスのコラボレーションや楽器体験ワークショップ、街なかミニコンサートなど、
フレッシュで多彩なメニューにより心の活力を呼び起こすことを目的に開始。

トロント国際映画祭
世界中の映画祭で上映された優れた作品を集めて上映する目的で開始。その後、多く
の出資者等の協力により、影響力のある国際的に大規模な映画祭に成長。

国内 東京国際映画祭 日本ではじめて大規模な映画の祭典として誕生。

各事業の開催理念（開催のきっかけ）

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｂ．開催回数・開始年」（１／３）
➡評価・知名度（認知）の対象となるためには、一定の開催回数が必要
（ただし、開催回数が多いから評価されるわけではない）。

16

分野 場所 事業名 開催回数 開始年
参考）

開催頻度

美術
海外

ベネチア・ビエンナーレ 58回 1895年 2年おき

ドクメンタ 14回 1955年 5年おき

国内 横浜トリエンナーレ 6回 2001年 3年おき

演劇
海外

アヴィニョン演劇祭 72回 1947年 毎年

エジンバラ国際フェスティバル 72回 1947年 毎年

国内 フェスティバル/トーキョー 12回 2009年 毎年

音楽

海外
プロムナード・コンサート 125回 1895年 毎年

ザルツブルク音楽祭 99回 1920年 毎年

国内
サラダ音楽祭 2回 2018年 毎年

セイジ・オザワ 松本フェスティバル 28回 1992年 毎年

映画
海外

カンヌ国際映画祭 70回 1946年 毎年

トロント国際映画祭 44回 1976年 毎年

国内 東京国際映画祭 32回 1985年 毎年

各事業の開催回数・開始年

※2019年11月時点での直近の開催回までで比較

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｂ．開催回数・開始年」（２／３）
参考）美術分野のフェスティバルの開始年の比較

17

124

68

64

46

32

28

26

23

21

21

19

18

9

9

5

3

2

ベネチア・ビエンナーレ

サンパウロ・ビエンナーレ

ドクメンタ

シドニー・ビエンナーレ

イスタンブール・ビエンナーレ

リヨン・ビエンナーレ

シャルジャ・ビエンナーレ

上海ビエンナーレ

ベルリン・ビエンナーレ

リバプール・ビエンナーレ

大地の芸術祭

横浜トリエンナーレ

あいちトリエンナーレ

瀬戸内国際芸術祭

札幌国際芸術祭

岡山芸術交流

リボーンアート・フェスティバル

開始からの経過年数（年）開始年

1895年

1951年

1955年

1973年

1987年

1991年

1993年

1996年

1998年

1998年

2000年

2001年

2010年

2010年

2014年

2016年

2017年

※2019年11月時点での直近の開催回までで比較

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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58

33

21

16

14

14

14

12

10

10

7

6

4

4

2

2

2

ベネチア・ビエンナーレ

サンパウロ・ビエンナーレ

シドニー・ビエンナーレ

イスタンブール・ビエンナーレ

ドクメンタ

リヨン・ビエンナーレ

シャルジャ・ビエンナーレ

上海ビエンナーレ

ベルリン・ビエンナーレ

リバプール・ビエンナーレ

大地の芸術祭

横浜トリエンナーレ

あいちトリエンナーレ

瀬戸内国際芸術祭

札幌国際芸術祭

岡山芸術交流

リボーンアート・フェスティバル

④調査結果：「ｂ．開催回数・開始年」（３／３）
参考）美術分野のフェスティバルの開催回数の比較

18

これまでの開催回数（回）開催頻度

※2019年11月時点での直近の開催回までで比較

2年おき

2年おき

2年おき

2年おき

5年おき

2年おき

2年おき

2年おき

2年おき

2年おき

3年おき

3年おき

3年おき

3年おき

3年おき

3年おき

2年おき

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｃ．作品数・作家数」、「ｄ．外国人作家の数・割合・出身国数」（１／３）
➡国際的な祭典と認められるために、作品の数とともに、
外国人作家の割合が一定以上であることが求められる（出身国のバランスも重要）。

19

分野 場所 事業名
作家数・
作品数

外国人
作家の数

外国人作家
の割合

外国人作家
の出身国数

美術
海外

ベネチア・ビエンナーレ 79組 77組 97% 38ヶ国

ドクメンタ 149組 126組 85% 59ヶ国

国内 横浜トリエンナーレ 38組 28組 74% 23ヶ国

演劇
海外

アヴィニョン演劇祭 38作品 22作品 58% 26ヶ国

エジンバラ国際フェスティバル 32作品 ー ー ー

国内 フェスティバル/トーキョー 12作品 5作品 42% ー

音楽

海外
プロムナード・コンサート 75作品 ー ー ー

ザルツブルク音楽祭 199作品 ー ー ー

国内
サラダ音楽祭 6作品 ー ー ー

セイジ・オザワ 松本フェスティバル 10作品 ー ー ー

映画
海外

カンヌ国際映画祭 200本以上 ー ー ー

トロント国際映画祭 366本 70ヶ国 ー ー

国内 東京国際映画祭 187本 ー ー ー

◼ 海外の大規模祭典は作品数・作家数は作家数が多く、それは祭典の評価における必要条件ではあるが、十分条件とはならない

（作品数・作家数が多いから評価されるわけではない）。

2019年開催回

2017年開催回

2017年開催回

2019年開催回

2019年開催回
※演劇・ダンスのみをカウント

2018年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2018年開催回

各事業の作家数・作品数・外国人作家の数・割合等

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｃ．作品数・作家数」、「ｄ．外国人作家の数・割合・出身国数」（２／３）
参考）美術分野のフェスティバルの比較

20

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成

237

213

169

149

105

84

81

76

69

69

66

60

56

51

46

38

25

大地の芸術祭

瀬戸内国際芸術祭

ベネチア・ビエンナーレ

ドクメンタ

サンパウロ・ビエンナーレ

リヨン・ビエンナーレ

シャルジャ・ビエンナーレ

あいちトリエンナーレ

リボーンアート・フェスティバル

シドニー・ビエンナーレ

上海ビエンナーレ

横浜トリエンナーレ

イスタンブール・ビエンナーレ

札幌国際芸術祭

ベルリン・ビエンナーレ

リバプール・ビエンナーレ

岡山芸術交流

作家数

※2019年11月時点での直近の開催回で比較
※国内のものは直近過去3回分の平均を記載
ベネチア・ビエンナーレは79組（企画）＋90ヶ国
（パヴィリオン）として便宜上算出

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成

※新規165組

ー

79組（企画）＋90ヶ国（パヴィリオン）

149組

105人

84組

81組

ー

69組

69組

66組

ー

56組1プロジェクト

ー

46組

38組1プロジェクト

ー
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④調査結果：「ｃ．作品数・作家数」、「ｄ．外国人作家の数・割合・出身国数」（３／３）
参考）美術分野のフェスティバルの比較

21

外国人作家数

※2019年11月時点での直近の開催回で比較
ベネチア・ビエンナーレはアーティスティック・ディレクター監修分（アルセナーレ、ジャルディーニ内イタリアンパヴィリオン）のみの記載

外国人作家の割合

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成

100%

100%

97%

87%

86%

85%

79%

77%

74%

62%

58%

53%

43%

33%

10%

シャルジャ・ビエンナーレ

岡山芸術交流

ベネチア・ビエンナーレ

リバプール・ビエンナーレ

上海ビエンナーレ

ドクメンタ

リヨン・ビエンナーレ

シドニー・ビエンナーレ

横浜トリエンナーレ

サンパウロ・ビエンナーレ

あいちトリエンナーレ

大地の芸術祭

イスタンブール・ビエンナーレ

瀬戸内国際芸術祭

リボーンアート・フェスティバル

126

81

76

70

66

65

57

53

38

33

28

24

20

18

7

ドクメンタ

シャルジャ・ビエンナーレ

ベネチア・ビエンナーレ

瀬戸内国際芸術祭

リヨン・ビエンナーレ

サンパウロ・ビエンナーレ

上海ビエンナーレ

シドニー・ビエンナーレ

あいちトリエンナーレ

リバプール・ビエンナーレ

横浜トリエンナーレ

イスタンブール・ビエンナーレ

大地の芸術祭

岡山芸術交流

リボーンアート・フェスティバル
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④調査結果：「ｅ．アーティスティック・ディレクターの国籍」（１／２）
➡世界的な祭典では“顔が見える”芸術の質に責任をもつ世界的に知名度・注目度の高い
ディレクターを置いている。この人選及びテーマ・作家の選定が芸術的な評価の源泉に。

22

分野 場所 事業名 ディレクター名 国籍

美術
海外

ベネチア・ビエンナーレ Ralph Rugoff アメリカ（他国）

ドクメンタ Adam Szymczyk ポーランド（他国）

国内 横浜トリエンナーレ 逢坂恵理子、三木あき子、柏木智雄 日本（自国）

演劇
海外

アヴィニョン演劇祭 Olivier Py フランス（自国）

エジンバラ国際フェスティバル Francesca Hegyi、Fergus Linehan イギリス、アイルランド

国内 フェスティバル/トーキョー 長島確、河合千佳 日本（自国）

音楽

海外
プロムナード・コンサート David Pickard イギリス（自国）

ザルツブルク音楽祭 Markus Hinterhäuser オーストリア（自国）

国内
サラダ音楽祭 （明確なディレクターは不在） －

セイジ・オザワ 松本フェスティバル 小澤征爾 日本（自国）

映画
海外

カンヌ国際映画祭 Thierry Frémaux フランス（自国）

トロント国際映画祭 Cameron Bailey イギリス（他国）

国内 東京国際映画祭 久松猛朗 日本（自国）

◼ 美術分野ではアーティスティック・ディレクターの人選を世界から行っている傾向。

2019年開催回

2017年開催回

2017年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2018年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2019年開催回

各事業のディレクター名と国籍

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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100%

100%

88%

75%

75%

75%

71%

67%

50%

25%

14%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

ベルリン・ビエンナーレ

岡山芸術交流

ベネチア・ビエンナーレ

ドクメンタ

シャルジャ・ビエンナーレ

シドニー・ビエンナーレ

イスタンブール・ビエンナーレ

サンパウロ・ビエンナーレ

リヨン・ビエンナーレ

上海ビエンナーレ

リバプール・ビエンナーレ

横浜トリエンナーレ

札幌国際芸術祭

あいちトリエンナーレ

大地の芸術祭

瀬戸内国際芸術祭

リボーンアート・フェスティバル

④調査結果：「ｅ．アーティスティック・ディレクターの国籍」（２／２）
参考）美術分野のフェスティバルの比較

23

◼ 国内の大規模祭典は日本人に偏り。

外国人ディレクターの採用割合

※2019年11月時点で既に開催されているまで
の回を対象。直近の最大8回を対象としている。
4名以上のディレクターで構成されている場合はカ
ウントの対象外としている。

6／6

2／2

7／8

3／4

6／8

6／8

5／7

4／6

4／8

2／8

1／7

0／6

0／2

0／4

0／7

0／4

0／2

外国人ディレクター採用回／対象回

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｆ．初演の数（ワールド・プレミア、アジア・プレミア等）」
➡舞台芸術・映画の重要なフェスティバルでは、多くの作品が世界初演（ワールド・プレミア）である。

24

◼ カンヌ国際映画祭で最も注目されるコンペ部門、ある視点部門は世界初演が前提（ベネチア国際映画祭、ベルリン国際映画祭も同様）。

◼ 一方で、日本の演劇祭（F/T等）や映画祭（東京国際映画祭等）は日本のものを除くと世界初演の作品は限定的。

⚫ アジアでの初演（アジア・プレミア）を狙いにいっている傾向があるが、それすらもアジアの演劇祭・映画祭に後塵を拝している。

Creation2019とある
ものは初演を表す。

アヴィニョン演劇祭のプログラム

出所）アヴィニョン演劇祭Webサイト
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④調査結果：「ｇ．フリンジ企画の実施」
➡主催者が行う事業以外に、関連事業、関係者が行うパーティーなどが多く開催。

25

◼ 主催者以外が行う関連事業が、フェスティバルの規模を大きくしており、魅力向上に繋がっている。

◼ パーティーは、関係者の社交の場として機能しており、 関係者が“毎回訪問する理由”になっている。

ベネチア・ビエンナーレの地図

オレンジ色のものは、ビ
エンナーレ主催者以外
が行う関連展示

出所）ベネチア・ビエンナーレWebサイト
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④調査結果：「ｈ．世界中の関係者の来場」
➡世界中から多くの関係者（専門家、ジャーナリスト）が来場。

26

【ベネチアビエンナーレ】

⚫ 開幕前の関係者向けのプレオープンウィークに24,762人が来場（期間中の全体の来場者は59万人）。

⚫ 5,200人以上のジャーナリストが来場。

【ドクメンタ】

⚫ 14,500人のアート関係者が来場、そのほかに11,150人のメディア関係者が来場。

【アヴィニョン演劇祭】

⚫ 600名の認定ジャーナリストが来場。

【ザルツブルグ音楽祭】

⚫ 35ヶ国から650人のジャーナリストが来場。

【カンヌ国際映画祭】

⚫ カンヌ国際映画祭と同時に関係者向けの見本市が開かれており、約13,000人が参加。

各事業の関係者の来場状況

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｉ．実施会場」
➡国・地域の歴史に紐付いた、ユニークな会場での展示・公演が差別化要素となっている。

27

◼ 各フェスティバルでは、開催回に応じて会場の場所が若干変更があることが多いが、中心となる施設は固定されている傾向。

◼ これらの施設は、特別に建設されたものや歴史的な施設の活用（宮殿等）であり、国・地域の歴史に紐付いた、ユニークなものであることが多い。

◼ 美術分野ではいわゆる“ホワイトキューブ”型の美術館で行われることは少ない（日本の地域型フェスティバルも会場のユニークさでは世界的にも秀でている）。

ベネチア・ビエンナーレの会場郡

ドクメンタの会場郡

出所）綿江撮影
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④調査結果：「ｊ．地域住民・青少年等の参加・協力」
➡地域住民・青少年等の認知、参加を促す仕組み（ボランティア等）を構築している。

28

◼ 多くのフェスティバルでは地域住民・青少年等の認知、参加を促す仕組み（ボランティア等）を構築しており、

事業の成果指標（KPI）として若者や学生、地域住民の参加、ボランディアの協力などを掲げている。

【ベネチア・ビエンナーレ】

⚫ 26歳以下の来場者割合は31%。

⚫ 34,858人の学生が教育プログラムに参加。

【アヴィニョン演劇祭】

⚫ 5,000人の学生を対象に延べ800時間にわたるプログラムを提供。

【エジンバラ国際フェスティバル】

⚫ エディンバラ全域の15,000人の子どもや若者、コミュニティと30のプロジェクトに取り組む（2018年と比較して25％の増加）。

【トロント国際映画祭】

⚫ 2,944人のボランティアが従事（延べ92,514時間従事） 。

⚫ 10,978人の学生が教育プログラムに参加（234校が参加） 。

各事業の青少年等の参加・協力状況（成果報告書にてKPIとして示されているもの）

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｋ．来場者数」
➡各分野ともに海外のフェスティバルとは開き。

29

分野 場所 事業名 来場者数 備考

美術
海外

ベネチア・ビエンナーレ 約59万人 2019年開催回

ドクメンタ 約89万人 2017年開催回、カッセルの来場者数

国内 横浜トリエンナーレ 約22万人 2017年開催回

演劇
海外

アヴィニョン演劇祭 約16万人 2019年開催回

エジンバラ国際フェスティバル （約43万人） 2019年開催回、音楽部門なども含んだ来場者数

国内 フェスティバル/トーキョー 約1.5万人 2018年開催回

音楽

海外
プロムナード・コンサート 30万人超 近年の平均

ザルツブルク音楽祭 約27万人 2019年開催回

国内
サラダ音楽祭 約0.4万人 2019年開催回

セイジ・オザワ 松本フェスティバル 約1.2万人 2019年開催回

映画
海外

カンヌ国際映画祭 ー （公式には非公開）

トロント国際映画祭 約48万人 2019年開催回

国内 東京国際映画祭 約24万人 2018年開催回

各事業の来場者数

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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118

89

87

85

63

59

55

54

38

38

31

26

25

16

12

10

3

瀬戸内国際芸術祭

ドクメンタ

サンパウロ・ビエンナーレ

シドニー・ビエンナーレ

あいちトリエンナーレ

ベネチア・ビエンナーレ

大地の芸術祭

イスタンブール・ビエンナーレ

札幌国際芸術祭

上海ビエンナーレ

岡山芸術交流

横浜トリエンナーレ

リヨン・ビエンナーレ

リバプール・ビエンナーレ

シャルジャ・ビエンナーレ

ベルリン・ビエンナーレ

リボーンアート・フェスティバル

④調査結果：「ｋ．来場者数」
参考）美術分野のフェスティバルの比較

30

◼ 美術分野では国内のフェスティバルの来場者数は国外のものには引けを取っていない（ただし、事業によってカウント方法が異なるため、単純比較できないこ

とには留意が必要）。

来場者数（万人）

2019年開催回

2017年開催回

2018年開催回

2018年開催回

2019年開催回

2019年開催回

2018年開催回

2015年開催回

2017年開催回

2012年開催回

2019年開催回

2017年開催回

2017年開催回

2018年開催回

2017年開催回

2018年開催回

2017年開催回

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｌ．予算規模」
➡海外のフェスティバルは予算規模も大きい。

31

分野 場所 事業名 予算規模 備考

美術
海外

ベネチア・ビエンナーレ 約17億円（約14百万ユーロ）
2017年開催回、アーティスティック・ディレクター監修分
（アルセナーレ、ジャルディーニ内イタリアンパヴィリオン）
のみ

ドクメンタ 約41億円（約34百万ユーロ） 2017年開催回、カッセルとアテネ会場の事業費の合計

国内 横浜トリエンナーレ 約9.6億円 2017年開催回

演劇
海外

アヴィニョン演劇祭 約16億円（約13百万ユーロ） 2019年開催回

エジンバラ国際フェスティバル 約15億円（約12.1百万ユーロ） 2019年開催回

国内 フェスティバル/トーキョー 約2.0億円 2019年開催回

音楽

海外
プロムナード・コンサート － （公式には非公開）

ザルツブルク音楽祭 約21億円（約16.8百万ユーロ） 2018年開催回

国内
サラダ音楽祭 約1.3億円 2019年開催回

セイジ・オザワ 松本フェスティバル － （公式には非公開）

映画
海外

カンヌ国際映画祭 約26億円（約22百万ユーロ） 2019年開催回

トロント国際映画祭 約37億円（約45百万カナダドル） 2018年開催回

国内 東京国際映画祭 約10億円 2018年開催回、事業収支の映画祭事業の事業費

各事業の予算規模

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｌ．予算規模」
参考）海外のフェスティバルの収入構造例（１／２）

32

【アヴィニョン演劇祭】

⚫ 約16億円（約13百万ユーロ）※2019年

➡ 収入の57%を公的な助成、43％を収入（配給、共同制作、スポンサーシップ、パートナーシップ、チケット販売等）から得ている。

【エジンバラ国際フェスティバル】

⚫ 約15億円（約12.1百万ユーロ）※2019年

➡ 収入の43％を助成から、26％をチケット販売、29％をファンドレイジング（資金調達）から得ている（2％はその他）。

【ザルツブルグ音楽祭】

⚫ 約21億円（約16.8百万ユーロ）※2018年

➡ 収入の40％を連邦政府から、残りを20％ずつ国、市、観光振興基金から得ている。

【トロント国際映画祭】

⚫ 約37億円（約45百万カナダドル）※2018年

➡ 収入の48％を収入から、30％をスポンサー契約、13％を寄付、10％を公的な助成から得ている。

各事業の収入構造

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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④調査結果：「ｌ．予算規模」
参考）海外のフェスティバルの収入構造例（２／２）

33

エジンバラ国際フェスティバルの収支内訳（2018年度） トロント国際映画祭の収支内訳（2018年度）

出所）各種公式Webサイト及び報告書
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④調査結果：「ｌ．予算規模」
参考）国内のフェスティバルの収入構造例（１／２）

34

■横浜トリエンナーレ（2017年回） （千円）

2015年度 2016年度 2017年度 決算
事業費総額に

占める割合

横浜市負担金 65,000 80,000 351,500 496,500 52%

文化庁補助金 0 0 180,000 180,000 19%

協賛金・助成金 0 600 45,798 46,398 5%

入場料収入 0 0 177,835 177,835 19%

カタログ等販売収入 6 439 1,384 1,830 0%

その他収入 228 86 241 555 0%

前年度からの繰越金※ 53,850 38,489 38,030 53,850 6%

合計 119,083 119,615 794,789 956,968 100%
※初年度のみの計上

出所）「ヨコハマトリエンナーレ2017記録集」を元に（一社）芸術と創造作成

■札幌国際芸術祭（2017年回） （千円）

2015年度 2016年度 2017年度 決算
事業費総額に

占める割合

札幌市負担金 39,500 74,000 239,820 353,320 53%

国等助成金 16,000 28,000 112,503 156,503 23%

参考）文化庁補助金※1 16,000 28,000 64,800 108,800 16%

協賛金等収入 0 0 12,474 12,474 2%

チケット・グッズ等収入 0 0 31,166 31,166 5%

繰越金及びその他収入※2 9,979 31,452 24,528 9,979 1%

合計 65,379 133,452 420,491 672,242 100%
※1 平成27年度「文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業」札幌国際芸術祭開催による文化芸術振興及び創造都市推進事業

平成28年度「文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業」札幌国際芸術祭開催による文化芸術振興及び創造都市推進事業

平成29年度「文化芸術創造活用プラットフォーム形成事業」札幌国際芸術祭開催による文化芸術振興及び創造都市推進事業

受取は札幌市であり必ずしも実行委員会会計に組み入れが行われているわけではないことに注意が必要

※2 初年度のみの計上

出所）「札幌国際芸術祭2017開催報告書」、文化庁各事業採択一覧を元に（一社）芸術と創造作成

■あいちトリエンナーレ（2016年回） （千円）

2014年度 2015年度 2016年度 決算
事業費総額に

占める割合

事業収入 26 79 172,360 172,465 14%

愛知県負担金 30,313 118,893 665,500 814,706 64%

名古屋市負担金 10,104 39,631 158,613 208,348 16%

広告・協賛金等収入 0 0 69,050 69,050 5%

参考）文化庁補助金※1 20,032 17,436 120,000 120,000 9%

諸収入（利息等） 352 8 79 439 0%

合計 40,795 158,611 1,065,602 1,265,008 100%
※ 平成26年度「地域発・文化芸術創造発信イニシアチブ事業」国際芸術祭「あいちトリエンナーレ」開催事業

平成27年度「文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業」国際芸術祭「あいちトリエンナーレ」開催事業

平成28年度「文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業」国際芸術祭「あいちトリエンナーレ」開催事業

受取は愛知県であり必ずしも実行委員会会計に組み入れが行われているわけではないことに注意が必要

出所）「あいちトリエンナーレ2016開催報告書」、文化庁各事業採択一覧を元に（一社）芸術と創造作成
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■あいちトリエンナーレ（2016年回） （千円）

2014年度 2015年度 2016年度 決算
事業費総額に

占める割合

事業収入 26 79 172,360 172,465 14%

愛知県負担金 30,313 118,893 665,500 814,706 64%

名古屋市負担金 10,104 39,631 158,613 208,348 16%

広告・協賛金等収入 0 0 69,050 69,050 5%

参考）文化庁補助金※1 20,032 17,436 120,000 120,000 9%

諸収入（利息等） 352 8 79 439 0%

合計 40,795 158,611 1,065,602 1,265,008 100%
※ 平成26年度「地域発・文化芸術創造発信イニシアチブ事業」国際芸術祭「あいちトリエンナーレ」開催事業

平成27及び28年度「文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業」国際芸術祭「あいちトリエンナーレ」開催事業

受取は愛知県であり必ずしも実行委員会会計に組み入れが行われているわけではないことに注意が必要

出所）「あいちトリエンナーレ2016開催報告書」、文化庁各事業採択一覧を元に（一社）芸術と創造作成

■東京芸術祭（2019年）

2019年度
事業費総額に

占める割合

東京都補助金 336,000 56%

文化庁補助金等 164,945 27%

事業収入・豊島区負担金等 約160,000 17%

合計 約600,000 100%
出所）東京芸術祭実行委員会へのヒアリングを元に（一社）芸術と創造作成

④調査結果：「ｌ．予算規模」
参考）国内のフェスティバルの収入構造例（２／２）
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■東京国際映画祭　※公益社団法人ユニジャパン決算（2018年度）

2018年度
事業費総額に

占める割合

受取会費 76,000 5%

業務受託料収益・国庫補助金等 892,623 60%

経済産業省 441,720 30%

文化庁 204,627 14%

東京都 121,959 8%

国際交流基金 124,317 8%

入場料収益 61,934 4%

企画スポンサー収益 248,789 17%

その他の収益 213,450 14%

合計 1,492,796 100%
出所）「収支決算書」を元に（一社）芸術と創造作成

※フェスティバル/トーキョーの事業収支は非公開のため、
東京芸術祭を参考として掲載
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④調査結果：「ｍ．実施体制」
➡中長期的な継続を前提とした法人（財団法人・株式会社等）を設立し、
専門性・ノウハウが蓄積され、自律的な運営が行われている。

36

【ベネチア・ビエンナーレ】

⚫ 2009年にベネチア・ビエンナーレ財団が設立され、アート、建築、映画、ダンス、音楽、演劇などのフェスティバルを運営している。

【アヴィニョン演劇祭】

⚫ 1901年に制定された非営利団体によって運営されている。

⚫ 団体は、国（文化通信省）、アヴィニョン市、グレーター・アヴィニョン市、ヴォークリュス県、プロヴァンス・アルプス・コート・ダジュール地方の

助成を受けている。

⚫ チームは約30名の正社員で構成されており、7月には750~800名にまで成長し、その中には季節労働者340名と技術者300名が含
まれている。

【エジンバラ国際フェスティバル】

⚫ 非営利の有限会社である「エジンバラ国際フェスティバル協会」によって運営されている。

⚫ チームは58名の社員で構成されている。

▪ 25名は制作、11名はマーケティング＆コミュニケーション、10名は総務・管理、8名はファンドレイジング、4名は財務。

【カンヌ国際映画祭】

⚫ フランス国際映画協会によって運営されている（本協会によって同時に開催される見本市も運営されている）。

⚫ 協会では、約30人を雇用しており、会期中には約700人が従事する。

【トロント国際映画祭】

⚫ 非営利組織によって運営されている。

◼ 海外のフェスティバルは中長期的な継続を前提とした法人（財団法人・株式会社等）を設立し、専門性・ノウハウが蓄積され、自律的な運営が行わ

れているが、国内のものは時限的な実行委員会方式が多い。

各事業の実施体制

出所）各種公式Webサイト及び報告書を基に（一社）芸術と創造作成
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ａ．開催の経緯

ｂ．開催回数・開催年（歴史）

ｃ．作品数・作家数

ｄ．外国人作家の数・割合
外国人作家の出身国数

ｅ．アーティスティックディレクターの国籍
（有力なディレクターの参加）

ｆ．初演の数（ワールド・
プレミア、アジア・プレミア等）

ｇ．フリンジ企画の実施

ｈ．世界中の関係者の来場

ｉ．実施会場（会場のユニークさ）

ｊ．地域住民・青少年等の参加・協力

ｋ．来場者数

ｌ．予算規模

m．実施体制

⚫ 世界的な祭典では、国・地域の歴史（政治的状況）を踏まえた象徴的な開催理念

（開催のきっかけ）を有している。

⚫ 国際的な祭典と認められるために、外国人作家の割合が一定以上であることが求められる

（出身国のバランスも重要）。

⚫ 世界的な祭典では“顔が見える”芸術の質に責任をもつ世界的に知名度・注目度の高いディレクタ

ーを置いている。この人選及びテーマ・作家の選定が芸術的な評価の源泉に。

⚫ 一定数の有名作家が出品（参加している）ことが注目の喚起には有効（ただし非常に話題性の

ある作家である必要）。映画・映劇等ではそれがプレミアであることが前提に。

⚫ 主たる祭典だけではなく、関連して行われるイベントやパーティー

（関係者の社交の場として機能）などが人々の関心を惹き付け。

⚫ 作品数・作家数は必要条件であるが、十分条件とはならない

（作品数・作家数が多いから評価されるわけではない）。

⚫ 中長期的な継続を前提とした法人（財団法人・株式会社等）を設立

し、専門性・ノウハウが蓄積され、自律的な運営が行われている。

⚫ 評価・知名度（認知）の対象となるためには、一定の開催回数が

必要（ただし、開催回数が多いから評価されるわけではない）。

⑤調査結果のまとめ

37

⚫ 国・地域の歴史に紐付いた、ユニークな会場での展示・公演が差別化要素となり、注目度の向上の

要素に（日本の地域型フェスティバルも会場のユニークさでは世界的にも秀でている）。

⚫ 地域住民・青少年等の認知、参加を促す仕組み（ボランティア等）を構築している。

ただし、これには「明確な開催理念」があることが前提。

⚫ 土地の魅力と相まって、多くの人々が来場。

⚫ 予算規模は膨大。
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第４章 インバウンド拡大に係る採択団体の現状の調査・分析

第２章 各種公開情報に基づく調査・分析

第３章 各種有識者・採択団体ヒアリング調査

第８章 有識者検討委員会での検討

第７章 海外広報の実施

第５章 インバウンド拡大に係る統計を基にした調査・分析

第１章 本事業の概要

第９章 国際発信力向上・インバウンド拡大に係る方向性案の策定

第６章 シンポジウムの開催
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本章の構成

39

◼ 本章には以下の事柄を記載している。

①採択団体のインバウンド拡大に係る取り組み事例

▪ 多言語化対応

▪ 訪日客等へのプロモーション

▪ インフルエンサーの招聘

▪ その他

②インバウンド先進事例（瀬戸内国際芸術祭）

▪ インバウンドに係る現状

▪ インバウンド拡大に向けた取り組み

③インバウンド先進事例（大地の芸術祭）

▪ インバウンドに係る現状

▪ インバウンド拡大に向けた取り組み
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①採択団体のインバウンド拡大に係る取り組み事例：多言語化対応（１／２）

40

◼ 基本的にWebサイトや専用アプリ、配布物は多言語化対応がなされている。

補助事業者名 事業名

対応言語

英語
中国語
繁体

中国語
簡体

韓国語 備考

Reborn-Art Festival実行委員会 Reborn-Art Festival ● ● ● ●

六本木アートナイト実行委員会 六本木アートナイト ● ● ● ●

上野文化の杜新構想実行委員会 UENOYES ●

豊島区 東京芸術祭 ●

横浜市 横浜音祭り ● ● ● ●

十日町市 大地の芸術祭 ●

アース・セレブレーション実行委員会 アース・セレブレーション ●

静岡市 ふじのくに⇆せかい演劇祭 ●

京都府 ARTISTS' FAIR KYOTO ● ●

香川県 瀬戸内国際芸術祭 ● ● ● ●

北九州市 北九州ポップカルチャーフェスティバル ● ● ● ● 自動翻訳

Webサイトの対応言語
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①採択団体のインバウンド拡大に係る取り組み事例：多言語化対応（２／２）

41

◼ 一方で、実際に来訪した場合に、口頭のコミュニケーション上は、各事業のターゲットに沿った言語の対応ができる方を配置している傾向。

⚫ アジアを始めとした世界からの来訪者が比較的教養が高く英語を話せる割合が高いので、英語対応に注力。（アース・セレブレーション）

▪ 「地域通訳案内士」を配備。

⚫ 海外からのボランティア参加が多く、結果的に多言語対応を行っている状況に。（瀬戸内国際芸術祭、大地の芸術祭）

▪ インフォメーションセンターは基本的に英語対応はできるようにしており、場所によっては中国語対応も可。

◼ 外国語でのツアーを実施する事業も。

⚫ 2018年から英語でのレクチャーツアーを実施。（六本木アートナイト）

六本木アートナイトのレクチャーツアー（2019年）

出所）六本木アートナイトWebサイト
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①採択団体のインバウンド拡大に係る取り組み事例：訪日客等へのプロモーション
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◼ DMOとの連携

⚫ リボーンアート・フェスティバル：石巻圏観光推進機構

▪ リボーンアート・フェスティバルのツアーの企画・販売は本機構が行っている。

▪ サイクルツーリズム（ツールド東北）など外国人にとって関心があるプログラムを通じて外国人に訴求。

⚫ 六本木アートナイト：DMO六本木

▪ 東京ミッドタウン、森ビル、ザ・リッツ・カールトン東京、グランドハイアット東京、虎屋、乃木神社等が構成員。

▪ DMO構成団体を通じた六本木アートナイトの広報（ホテルの客室でのチラシ配布、コンシェルジュからの情報提供等）を実施。

▪ また、DMOから商業施設情報の提供を受け、六本木アートナイトのインフォメーション・センターなどで案内。

⚫ アース・セレブレーション：一般社団法人佐渡観光交流機構

▪ 機構では、古民家再生による民泊での活用など、インフラ整備などを行っている。

◼ 日本在住のコミュニティに対するFacebookを通じた情報提供。（アース・セレブレーション）

⚫ 国外市場の開拓を支援する会社（ジャーマン・インターナショナル社）を通じて、

日本の駐在者の家族など特定のコミュニティに対して、アース・セレブレーションの情報を発信。

◼ 石巻市の行う「訪日外国人にSIMカードを配布する事業」を通して周知。

（リボーンアート・フェスティバル）

SIMカード配布事業概要
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①採択団体のインバウンド拡大に係る取り組み事例：インフルエンサーの招聘（１／２）
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◼ 事業を通じて海外のインフルエンサーとなる作家（ツイッターのフォロワー数が多い等）を招聘。

（北九州市・海外マンガフェスタ、アジアMANGAサミット、北九州国際漫画祭等）

⚫ 北九州市では、マスに対して広報を行うというよりは、ポップカルチャーファンに対する口コミでのリーチに配慮した事業を展開。

⚫ インフルエンサーに「東京コミコン」など北九州以外の大型イベントとあわせて来日してもらえるように、事業のスケジュールを意識。

※六本木アートナイトでも、世界的に知名度の高いアーティストを、「メインアーティスト」として起用している。

出所）各種事業Webサイト

海外マンガフェスタチラシ アジアMANGAサミットチラシ
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①採択団体のインバウンド拡大に係る取り組み事例：インフルエンサーの招聘（２／２）
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◼ そのほか、作家ではないインフルエンサーを招聘している事例も。基本的にはアジアからの招聘が多い。

⚫ 台湾のコスプレイヤーを招聘（北九州市）

▪ 「今月開催の「北九州ポップカルチェーフェスティバル」を控え、台湾の人気コスプレーヤーが北九州を訪れ、PR活動をしている。 訪れているの

は「フェイスブックのフォロワーが65万人」という「NENEKO（ネネコ）」さんで、コスプレのキャリアは約10年以上、日本のコミケにも頻繁に出演し

ているという。市産業経済局MICE（マイス）推進課が「親日家の多い台湾でイベントをPRし、誘客につなげたい。スターフライヤー直行便の

存在や、『日本新三大夜景都市』のイメージを広めたい」と、代理店を通じてネネコさんにオファーした。」

（小倉経済新聞Web版2019/11/9）

⚫ 中国のインフルエンサーを招聘（瀬戸内国際芸術祭）

▪ 「中国で人気のSNS「微博（ウェイボー）」で、100万人以上のフォロワーを抱える3人のインフルエンサーが、高松港を訪れました。」、「中国

人観光客の誘致を図ろうと、香川県と県の観光協会が招いたものです。」、「3人は8日から4泊5日の日程で香川県を訪れていて、10日と11

日は小豆島や女木島・男木島のアート作品などを見て回ります。」（瀬戸内海放送2019/7/11）

⚫ 様々なインフルエンサーを招聘（六本木アートナイト）

▪ 2018年は中国（オンラインメディアのライター）、韓国（グラフィック・アーティスト）、台湾（ファッションに係るインフルエンサー）から1名づつ

招聘。インフルエンサーの招聘は2017年より実施。

※上記以外でも、アース・セレブーレーション（佐渡市が実施）、大地の芸術祭（JETROと連携して実施）などでも招聘を行っている
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①採択団体のインバウンド拡大に係る取り組み事例：その他

45

◼ 同じターゲットを狙う国内の他都市との連携。（北九州市）

⚫ 北九州市では、2019年にアニメツーリズム首長サミットを開催。

⚫ 岩手県、鳥取県、横手市、飛騨市などのマンガ・アニメによる観光に力を入れ

ている自治体との連携を深めている。

アニメツーリズム首長サミットチラシ

出所）北九州市Webサイト
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②インバウンド先進事例（瀬戸内国際芸術祭）：インバウンドに係る現状（１／２）
➡来場者アンケートでは約24％が国外からの来訪者。なかでも台湾が最も多い。

46

◼ アンケートも4言語（日・英・中・韓）で作成。

来場者の属性 ※来場者アンケートより

出所）瀬戸内国際芸術祭2019報告書
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②インバウンド先進事例（瀬戸内国際芸術祭）：インバウンドに係る現状（２／２）
➡ニューヨーク・タイムズなどの有力紙をはじめ国外メディアでも各種取り上げ。

47

出所）瀬戸内国際芸術祭2019報告書
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②インバウンド先進事例（瀬戸内国際芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（１／６）
➡個人のボランティア（こえび隊）では約18％が海外からの参加者。現地で説明会も実施。

48

出所）瀬戸内国際芸術祭2019報告書
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②インバウンド先進事例（瀬戸内国際芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（２／６）
➡通常のツアーとあわせて、カスタマイズツアーを実施。後者の方が海外からの参加割合が高い。

49

出所）瀬戸内国際芸術祭2019報告書
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②インバウンド先進事例（瀬戸内国際芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（３／６）
➡国外でも企画発表会、プロモーションを実施。

50出所）瀬戸内国際芸術祭2019報告書
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②インバウンド先進事例（瀬戸内国際芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（４／６）
➡ウェブサイトは5言語で発信。海外からのアクセスが約2割。

51

出所）瀬戸内国際芸術祭2019報告書
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②インバウンド先進事例（瀬戸内国際芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（５／６）
➡視察もかなりの件数を受け入れ。
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出所）瀬戸内国際芸術祭2019報告書
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②インバウンド先進事例（瀬戸内国際芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（６／６）
その他の取り組み

53

◼ 「平成30年11月5日~6日にアメリカの旅行ブロガーを1組、平成31年3月7日~10日、中国の旅行ブロガー3組を招聘し、瀬戸内のアート作品などを

紹介するFAMツアーを実施。」 ※実績報告書より
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③インバウンド先進事例（大地の芸術祭）：インバウンドに係る現状（１／３）
➡来訪者の約13.3％が海外からと推計。

54

◼ 「総合案内所やインフォメーションセンターの来訪者割合から算出すると海外からの来訪者は全体のおよそ13.3％となり、前回の約5％から大幅に増加し

た。また、資料編にある来訪者アンケートを見ると、海外からの来訪者の割合が8.7であり、前回の1.8を大きく上回った。中国で開催した企画発表会や

香港国際空港でのPRをはじめ、海外メディアや旅行会社の招へい事業など、過去３年間で継続してきたインバウンド事業により、大地の芸術祭の認知

度が向上したものと考えられる。」 ※成果報告書より

来場者の属性 ※来場者アンケートより

ホームページアクセス数

出所）大地の芸術祭2018報告書
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③インバウンド先進事例（大地の芸術祭）：インバウンドに係る現状（２／３）
➡会期中には台湾を始め多くの海外ボランティアが協力。会期中は約半数に。

55

◼ 「海外からこへび隊として参加する外国人が大きく増加し、会期中はサポーターの半数近くが外国人だった。外国人観光客の増加に対して、外国人のこ

へび隊が英語や中国語で対応する光景も多く見られた。」 ※成果報告書より

◼ 「圏外からのサポーター「こへび隊」は延べ活動人数で3,010人、うち海外1,561名となった。前回に比較して海外サポーターの増加は顕著であり、台湾

を中心とした若者延べ200名が当地に滞在し、大地の芸術祭の運営に携わった。」 ※実績報告書より

出所）大地の芸術祭2018報告書
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③インバウンド先進事例（大地の芸術祭）：インバウンドに係る現状（３／３）
➡中国をはじめとした海外メディアが積極的に取り上げ。
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◼ 「海外メディアへの掲載・報道が前回に比べて4倍以上増え、世界各地に越後妻有の情報を発信することができた。特に中国、台湾、香港など東アジア

のメディアに多く取り上げられた。世界各国が抱える都市と農村の格差や過疎高齢化などの課題と向き合ってきた地域芸術祭の先進事例として、世界的

な関心の高まりを感じられた。」 ※成果報告書より

◼ 台湾の国民的絵本作家のジミー・リャオ氏が2015年に展示を行ったことから（2018年にも作品追加）、台湾からの取り上げ、訪問が増加。

出所）大地の芸術祭2018報告書
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③インバウンド先進事例（大地の芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（１／５）
➡4言語対応のスマートフォン・アプリを開発。

57

◼ 「2015年からスマートフォン（iPhone、Android）のアプリを活用したシステム「十日町ナビ」の運用を開始し、今回展でも作品情報を更新し運用した。

さらに今回は、オーディオガイドアプリ「onthetrip」（有料）で主要作品の詳細な説明と位置情報を、多言語で展開した。」

◼ 「onthetrip」により、これまで求められてきた作品の理解をより深めるガイドツールができた。また、多言語展開により外国人観光客への対応強化にも繋

がった。」 ※上記、成果報告書より

出所）大地の芸術祭2018報告書
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③インバウンド先進事例（大地の芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（２／５）
➡県の関連部署と積極的に連携。
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◼ 「新潟県産業労働観光部観光局観光企画課を中心に、広く県庁内の各部局と連携し、様々な支援を受けた。」※成果報告書より

⚫ 国際課（知事政策局）：

▪ 国際交流員（アメリカ、中国、韓国、ロシア、ベトナム）５名による大地の芸術祭視察とFacebookによる情報発信

⚫ 商業・地場産業振興課（県民生活・環境部）：

▪ 会期中に来圏した外国人を主な対象とした、県産品の試用体験や販売（会場：道の駅クロステン十日町）

⚫ 国際観光推進課（県民生活・環境部）：

▪ 海外エージェント、メディア招聘の視察先として大地の芸術祭を設定

⚫ 空港課（交通政策局）：

▪ 台湾地下鉄での広告掲出

▪ 新潟空港旅客ターミナル2階でのPR展示スペースの設置調整

▪ 新潟空港内ショップでのフェア実施調整

⚫ 高等学校教育課（教育庁）：

▪ 十日町高校の学生アシスタントによる外国人向けインフォメーションの実施支援

出所）大地の芸術祭2018報告書を元に作成
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③インバウンド先進事例（大地の芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（３／５）
➡国外でのプロモーションを精力的に実施。開催年だけではなく定常的に行っている。
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◼ 「JNTOや新潟県観光局、中国の民間企業HUBARTPRODUCTIONや香港政府の協力により、主に東アジアを中心とした海外メディアやエージェント

に対し、積極的なプロモーションを行った。また、平成29年度から湯沢町と連携し、合同で海外メディアやエージェントの招聘ツアー、PRイベントや現地

セールスを実施した。」

◼ 「さらに、ガイドブックの繁体字版が台湾の遠流出版から、北川ディレクターの著書『美術は地域をひらく大地の芸術祭10の思想』の韓国語版（韓国国

土研究院）が、繁体字版（遠流出版）、簡体字版（清華大学出版社）、英語版PrincetonArchitecturalPressに続き刊行され、韓国の建築

家・ランドスケープアーキテクツ等による『芸術が農村に行った理由はデザイナー9人の視線』（ミセウム）も出版された。」 ※上記、成果報告書より

◼ 「中国で開催した企画発表会には、37社・約50人のメディアを含む130人の参加を得たほか、記者会見での5つの報道機関からのインタビューが実施さ

れた。会場のライブウェブキャストにより8,768人がオンラインで視聴し、中国での大地の芸術祭アプリには1,280人が登録された。記者会見後には、中国

国内40件のメディアに掲載された。」

◼ 「香港国際空港では、新設された「香港ハウス」の周知を中心とした、大規模なPRがなされた。」 ※上記、実績報告書より

・海外アート系大手サイト「UniverseinUniverse」広告出稿（2018/4・6・8月に出稿、18,200件配信）

・中国プレス記者発表会（主催：HUBARTPRODUCTION）（2018/5/8、中国・北京CHAOホテル、プレス・美術関係者約130人参加）

・海外メディア招聘ツアー（主催：株式会社アートフロントギャラリー）（2018/5/18－19、越後妻有、中国・台湾・日本計15メディア）

・海外アートイベントを広範囲へ発信する大手サイト「e-Flux」広告出稿（2018/5/22に出稿、9万件配信）

・「台湾プロモーション現地セールスコール」（主催：新潟県）（2018/6/21、台湾・台北）

・「十日町市観光PR物産展」（主催：十日町市）（2018/6/21－24、台湾・台北・微風広場）

・「日本の観光・物産博2018」（主催：湯沢町・十日町市）（2018/6/22－24、台湾・台北市・台北駅）

・「大地の芸術祭説明会in台北」（主催：十日町市）（2018/6/25、台湾・台北・CeaserParkHotel）

・「香港ミュージアムフェスティバル」展示、北川フラム講演会（主催：香港特別行政区政府康樂及文化事務處）

（2018/6/30、香港・香港科学博物館、参加292人（申込849人））

・香港国際空港内展示（主催：香港特別行政区政府康樂及文化事務處）（2018/7/26－9/7、香港・香港国際空港）

・中国プレスツアー（主催：HUBARTPRODUCTION）（2018/7/20-24、10メディア、新潟県十日町市・津南町）

・「大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ2018オープニングツアー」（主催：大地の芸術祭実行委員会）

（2018/7/27-29で日帰り、1、2泊の3コース実施、新潟県十日町市・津南町）

参考）2018年度の活動

出所）大地の芸術祭2018報告書を元に作成
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③インバウンド先進事例（大地の芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（４／５）
※前頁の続き
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・「CountryofDreams:ArtFestivalasSocialChange」基調講演(主催：JapanSociety) （2016/4/26、アメリカ・ニューヨーク、ビデオ出演）

・「ビジット・ジャパン台湾訪日教育旅行現地説明会」（主催：JNTO）（2016/6/14、台湾・台北市／台中市／高雄市）

・「VisitJapanEastAsiaTravelMart2016」（主催：JNTO）（2016/6/22、仙台国際センター）

・「新潟県観光プロモーション（韓国）」（主催：新潟県）（2016/8/31－9/2、韓国・ソウル）

・「湯沢町十日町合同香港＆台湾セールスコール」（主催：湯沢町）（2016/11/15－18、香港／台北）

・「VisitJapanFITTravelFairWinter2016」（主催：JNTO）（2016/11/4－11/6、タイ・バンコク）

・「VJ日本旅遊商談会・台中国際旅行展覧会ATTA、台湾旅行会社訪問」(JNTO・新潟県)

（2017/6/7－11、台湾・台中・大台中国際会議展示場）

・「香港国際旅行展示会2017及び現地旅行会社訪問セールス」（主催：JNTO・新潟県）（2017/6/14－16、香港）

・「VisitJapanEastAsiaTravelMart2017」（主催：JNTO）（2017/6/26－29、熊本県・グランメッセ熊本）

・「韓国新潟県観光説明会・商談会」（主催：新潟県）（2017/9/3－5、韓国・ソウル・ロッテホテルソウル）

・「中国・広州国際旅遊産業博覧会2017及び上海・南京セールスコール」（主催：CITIE2017事務局・湯沢町）

（2017/9/7－11、中国・広州／上海／南京）

・「VisitJapanTravel&MICEマート2017」（主催：JNTO）（2017/9/21－23、東京ビッグサイト）

・「VisitJapanF.I.TTravelFair2017」（主催：JNTO）（2017/9/22－9/23、タイ・バンコク・サイアム・パラゴン）

・「台北国際旅行展2017及びセールスコール」（主催：JNTO）（2017/10/26－30、台湾・台北・台北世界貿易センター）

・「ハルビンエージェント商談会」（主催：新潟県）

（2017/11/10、新潟市・万代シルバーホテル）

・「VJ日本旅遊商談会・台中国際旅行展覧会ATTA、台湾旅行会社訪問」(JNTO・新潟県)（2017/6/7－11、台湾・台中・大台中国際会議展示場）

・「香港国際旅行展示会2017及び現地旅行会社訪問セールス」（主催：JNTO・新潟県）（2017/6/14－16、香港）

・「VisitJapanEastAsiaTravelMart2017」（主催：JNTO）（2017/6/26－29、熊本県・グランメッセ熊本）

・「韓国新潟県観光説明会・商談会」（主催：新潟県）（2017/9/3－5、韓国・ソウル・ロッテホテルソウル）

・「中国・広州国際旅遊産業博覧会2017及び上海・南京セールスコール」（主催：CITIE2017事務局・湯沢町）

（2017/9/7－11、中国・広州／上海／南京）

・「VisitJapanTravel&MICEマート2017」（主催：JNTO）（2017/9/21－23、東京ビッグサイト）

・「VisitJapanF.I.TTravelFair2017」（主催：JNTO）（2017/9/22－9/23、タイ・バンコク・サイアム・パラゴン）

・「台北国際旅行展2017及びセールスコール」（主催：JNTO）（2017/10/26－30、台湾・台北・台北世界貿易センター）

・「ハルビンエージェント商談会」（主催：新潟県）（2017/11/10、新潟市・万代シルバーホテル）

参考）2016・2017年度の活動

出所）大地の芸術祭2018報告書を元に作成
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③インバウンド先進事例（大地の芸術祭）：インバウンド拡大に向けた取り組み（５／５）
その他の取り組み
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◼ 「看板類で表示した文字は日本語とともに全てに英語表記を行った。駐車場から作品までの道のりがわかりづらい場所は注意書きを英語表記することに

より、海外からのお客様にも記載内容を理解してもらえるように対応した。」

◼ 「海外からのオフィシャルツアー誘客に対する取組みとして、Facebookによる予約受付を行い、およそ13％の海外旅行者が利用した。」

※上記、成果報告書より

◼ 「英語版ガイドブックを1,500部制作して頒布したほか、中国語版ガイドブックの監修を行い、海外からの来訪者の旅を支援した。」 ※実績報告書より
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第４章 インバウンド拡大に係る採択団体の現状の調査・分析

第２章 各種公開情報に基づく調査・分析

第３章 各種有識者・採択団体ヒアリング調査

第８章 有識者検討委員会での検討

第７章 海外広報の実施

第５章 インバウンド拡大に係る統計を基にした調査・分析

第１章 本事業の概要

第９章 国際発信力向上・インバウンド拡大に係る方向性案の策定

第６章 シンポジウムの開催
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本章の構成

63

◼ 本章には以下の事柄を記載している。

①調査の概要

②訪日外国人の全体像に係る分析

▪ 国・地域別訪日外国人数（2019年）

▪ 入国空港・海港別の割合

▪ 東京・大阪以外の空港からの入国の割合

▪ 【参考】空港別の入国の割合（国・地域別詳細）

③文化芸術の観点に係る分析

▪ 訪日への期待（複数回答）

▪ 国・地域別美術館・博物館等を期待している割合

▪ 訪日への期待（単一回答）

▪ 次回したいこと

▪ 「訪日前に期待していたこと」と「次回したいこと」の差分

▪ 出発前に得た旅行情報源で役に立ったもの

▪ 【参考】出発前に得た旅行情報源で役に立ったもの（国・地域別詳細）
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①調査の概要

64

◼ 本調査・分析は、「国際文化芸術拠点形成事業の採択団体」や「その他の文化芸術フェスティバルの関連団体」に対して、インバウンド拡大に係るファクト

を提供することを目的として、大きく「訪日外国人の全体像に係る分析」と「文化芸術の観点に係る分析」に分けて掲載している。

◼ 本調査・分析は観光庁が行う「訪日外国人消費動向調査」を基に行っている。

⚫ 本調査は、「トランジット、乗員、1年以上の滞在者等を除く日本を出国する訪日外国人旅行者」を対象に25空海港※において行われている。

※新千歳空港、函館空港、青森空港、仙台空港、茨城空港、東京国際空港（羽田空港）、成田国際空港、富山空港、小松空港、富士山静岡空港、

中部国際空港、関西国際空港、岡山空港、広島空港、米子空港、高松空港、福岡空港、佐賀空港、宮崎空港、鹿児島空港、那覇空港、境港、関門

（下関）港、博多港、厳原港

⚫ 空海港の出国ロビーにいる訪日外国人に調査員が協力を求め、タブレット端末又は紙調査票を示しつつ、聞き取る方式（他計方式）により行って

いる。

◼ 本調査・分析では「訪日外国人消費動向調査」 の2019年の通年データを活用した。

◼ 「文化芸術の観点に係る分析」 については、そもそも、我が国においてこれまで文化とインバウンドの両方をテーマとした統計・調査がほとんど行われてきてお

らず、最も大規模な調査である 「訪日外国人消費動向調査」を基に、文化芸術に係る項目のみ抜粋して整理・掲載している。
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②訪日外国人の全体像に係る分析：国・地域別訪日外国人数（2019年）
➡中国・韓国・台湾からの訪問がボリューム的には圧倒的。
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国・地域別訪日外国人数（2019年、単位：万人）

出所）JNTO「月別・年別統計データ」を基に（一社）芸術と創造作成



Copyright © 一般社団法人芸術と創造

29.9%

28.5%

13.5%

7.4%

5.9%

5.8%

5.3%

0.5%

0.4%

0.4%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.2%

0.2%

0.1%

0.7%

成田国際空港

関西国際空港

東京国際空港（羽田空港）

福岡空港

新千歳空港

那覇空港

中部国際空港

鹿児島空港

高松空港

函館空港

博多港

仙台空港

富士山静岡空港

小松空港

広島空港

関門（下関）港

厳原港

その他

②訪日外国人の全体像に係る分析：入国空港・海港別の割合
➡東京・大阪以外の空港からの入国は約28％。

66
出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成

入国空港・海港別の割合

（n=35,034）
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②訪日外国人の全体像に係る分析：東京・大阪以外の空港からの入国の割合
➡韓国・台湾・香港などは地方空港からの入国が４割を超える。
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入国空港・海港別の割合（東京・大阪以外の空港からの入国の割合）

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成
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全体 中国 韓国 台湾 香港 米国 タイ オーストラリア フィリピン マレーシア 英国 フランス

サンプル数 35,034 4,510 3,618 2,832 2,914 5,471 1,423 1,104 1,107 1,515 829 624

成田国際空港 29.9% 22.4% 15.9% 24.6% 25.8% 54.8% 43.2% 56.0% 41.1% 29.2% 40.7% 38.1%

関西国際空港 28.5% 42.4% 28.7% 25.1% 28.2% 11.5% 22.7% 14.3% 29.3% 32.3% 10.6% 13.9%

東京国際空港（羽田空港） 13.5% 12.8% 7.1% 6.9% 6.2% 25.6% 7.9% 24.2% 12.9% 18.4% 45.1% 45.9%

福岡空港 7.4% 2.8% 21.3% 7.5% 10.5% 1.2% 4.1% 0.2% 4.6% 6.3% 0.9% 0.5%

新千歳空港 5.9% 4.8% 9.8% 7.4% 7.4% 1.7% 12.5% 3.3% 2.8% 13.2% 0.1% 0.1%

那覇空港 5.8% 3.6% 7.9% 15.9% 8.6% 1.5% 2.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4%

中部国際空港 5.3% 9.1% 3.0% 4.9% 6.9% 1.8% 7.3% 0.3% 7.6% 0.1% 1.1% 0.7%

その他 0.7% 0.4% 1.0% 1.0% 0.6% 1.9% 0.1% 1.2% 1.4% 0.4% 1.5% 0.3%

鹿児島空港 0.5% 0.1% 1.0% 0.3% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高松空港 0.4% 0.4% 0.6% 0.7% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

函館空港 0.4% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

博多港 0.3% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.2% 0.1% 0.0% 0.0%

仙台空港 0.3% 0.1% 0.2% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

富士山静岡空港 0.3% 0.8% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

小松空港 0.3% 0.1% 0.1% 1.3% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

広島空港 0.2% 0.1% 0.2% 0.2% 0.8% 0.1% 0.0% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

関門（下関）港 0.2% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

厳原港 0.1% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

②訪日外国人の全体像に係る分析：
【参考】空港別の入国の割合（国・地域別詳細）

68

入国空港・海港別の割合（国・地域別詳細）

※成田国際空港、関西国際空港、東京国際空港以外の空港が各国のトップ3に入っている場合に、赤枠でハイライトを行っている。

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成
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その他スポーツ（ゴルフ等）

治療・健診

③文化芸術の観点に係る分析：訪日への期待（複数回答）
➡５人に１人は「美術館・博物館等」への訪問を期待。「舞台・音楽鑑賞」は限定的（４％）。
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訪日前に期待していたこと（複数回答）

（n=26,089）

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成
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③文化芸術の観点に係る分析：国・地域別美術館・博物館等を期待している割合
➡圧倒的に欧米の割合が高い。“現段階”では、マス層の惹きつけとの親和性は高くない。

70

訪日前に期待していたこと（複数回答）※国・地域別「美術館・博物館等」の割合

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成
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旅館に宿泊

舞台・音楽鑑賞

スポーツ観戦（相撲・サッカー等）

自然体験ツアー・農漁村体験

その他スポーツ（ゴルフ等）

映画・アニメ縁の地を訪問

治療・健診

③文化芸術の観点に係る分析：訪日への期待（単一回答）
➡単一回答だと「美術館・博物館等への訪問」は３％、「舞台・音楽鑑賞」は１％。
「日本食」、「自然・景勝地観光」、「ショッピング」は主目的として強い。
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訪日前に最も期待していたこと（単一回答）

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成

（n=26,089）
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舞台・音楽鑑賞

スポーツ観戦（相撲・サッカー等）

その他スポーツ（ゴルフ等）

治療・健診

③文化芸術の観点に係る分析：次回したいこと
➡「日本食」、「温泉入浴・旅館宿泊」、「自然・景勝地観光」、「ショッピング」などが高い。
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次回したいこと（複数回答）

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成

（n=26,089）
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その他スポーツ（ゴルフ等）
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③文化芸術の観点に係る分析：次回したいこと
➡文化芸術フェスティバルがインバウンドの対象として選ばれるためには、「大地の芸術祭」、
「瀬戸内国際芸術祭」のように芸術以外の複合的な要素を含んでいることが有効。
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次回したいこと（複数回答）

※赤でハイライトしているものは「大

地の芸術祭」で多分に含まれてい

ると考えられる要素

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成

（n=26,089）
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その他スポーツ（ゴルフ等）

自然・景勝地観光

日本の酒を飲むこと（日本酒・焼酎等）

美術館・博物館・動植物園・水族館
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日本食を食べること

繁華街の街歩き

③文化芸術の観点に係る分析：「訪日前に期待していたこと」と「次回したいこと」の差分
➡「舞台・音楽鑑賞」は次回したいこととして割合が上昇。一方、「美術館・博物館等」は減少。
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「訪日前に期待していたこと」（複数回答）と「次回したいこと」（複数回答）の差分

※プラスのものは、「次回した

いこと」の割合が「訪問前に

期待していたこと」の割合を上

回ったもの。

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成
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③文化芸術の観点に係る分析：出発前に得た旅行情報源で役に立ったもの
➡SNS・個人ブログ、口コミが圧倒的。事業として“特徴的”かつ“高い満足を提供できる”ことが重要。
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出発前に得た旅行情報源で役に立ったもの（複数回答）

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成

（n=26,089）
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全体 中国 韓国 台湾 香港 米国 タイ オーストラリア フィリピン マレーシア 英国 フランス

サンプル数 6,924 945 816 608 565 1,070 261 213 198 235 163 138

SNS（Facebook/Twitter/微信等） 25% 28% 31% 21% 24% 14% 24% 16% 33% 25% 18% 17%

個人のブログ 24% 10% 44% 34% 28% 19% 18% 17% 21% 23% 18% 25%

自国の親族・知人 20% 21% 11% 18% 14% 28% 20% 36% 30% 23% 26% 27%

口コミサイト（トリップアドバイザー等） 15% 13% 5% 10% 15% 28% 19% 39% 21% 22% 39% 27%

動画サイト（YouTube/土豆網等） 15% 6% 10% 14% 18% 28% 21% 28% 26% 24% 19% 21%

旅行会社ホームページ 14% 18% 7% 19% 16% 8% 17% 16% 13% 14% 11% 13%

日本在住の親族・知人 13% 10% 9% 9% 6% 29% 13% 18% 32% 13% 26% 22%

旅行ガイドブック 11% 10% 8% 12% 10% 13% 9% 18% 10% 10% 20% 25%

宿泊施設ホームページ 11% 7% 7% 11% 15% 16% 12% 28% 17% 19% 27% 13%

日本政府観光局ホームページ 10% 7% 2% 16% 20% 8% 20% 16% 9% 13% 16% 18%

宿泊予約サイト 10% 8% 10% 10% 12% 7% 15% 9% 9% 8% 11% 8%

その他インターネット 10% 7% 16% 8% 6% 10% 7% 16% 6% 14% 8% 9%

航空会社ホームページ 9% 6% 4% 9% 12% 13% 11% 18% 11% 13% 19% 9%

テレビ番組 7% 6% 2% 14% 15% 4% 8% 5% 8% 6% 7% 8%

旅行専門誌 7% 6% 1% 13% 18% 4% 8% 6% 4% 6% 7% 9%

旅行会社パンフレット 7% 9% 2% 10% 6% 2% 12% 9% 6% 8% 7% 4%

地方観光協会ホームページ 6% 4% 1% 9% 13% 6% 5% 11% 2% 5% 8% 9%

日本政府観光局の案内所 2% 1% 1% 3% 4% 1% 6% 2% 0% 3% 3% 3%

新聞 1% 1% 0% 3% 2% 1% 1% 1% 1% 0% 2% 2%

旅行の展示会や見本市 1% 1% 0% 2% 1% 0% 4% 1% 1% 4% 0% 0%

その他雑誌 1% 1% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 1% 4%

その他 2% 3% 1% 2% 1% 2% 1% 1% 1% 1% 2% 1%

③文化芸術の観点に係る分析：
【参考】出発前に得た旅行情報源で役に立ったもの（国・地域別詳細）
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出発前に得た旅行情報源で役に立ったもの（国・地域別詳細）

※各国のトップ3のものに赤

枠でハイライトを行っている。

出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2019年）を基に（一社）芸術と創造作成


